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１．これまでの経緯
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観光交通イノベーション地域

「観光先進国」の実現に向け魅⼒ある観光地を創造するため、ICT・AI等の⾰新的な技術を活⽤し、
警察や観光部局とも連携しながら、エリアプライシングを含む交通需要制限などのエリア観光渋滞対策の実験・実装を図る地域

革新的な技術

「観光イノベーション地域」において、交通マネジメントに
活⽤する新たなICT・AI技術を公募
⇒ 先⾏して活⽤する 「⼈・⾞の流動を分析する技術
等」に１７技術を選定

エリアマネジメント ビッグデータ（観光客・車・公共交通等）

１.１ ＩＣＴ・ＡＩを活用した観光渋滞対策の目的
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○観光地周辺で広域的に発⽣する渋滞を解消し、回遊性が⾼く、円滑な移動が可能な魅⼒ある観光地を創造するため、ＩＣＴ・ＡＩ等の⾰
新的な技術を活⽤し、警察や観光部局とも連携しながら、エリアプライシングを含む交通需要制御などのエリア観光渋滞対策の実験・実装を
推進・⽀援。



１.２ 京都市における社会実験（協議会）の動き
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○国⼟交通省が『観光交通イノベーション地域』を公募し、「ICTによる⼈や⾞の動向把握等の実証実験に着⼿する等、エリア観光渋滞対策の
実験実施地域」として、鎌倉市と京都市の２地域を選定。

○これまで 『京都エリア観光渋滞対策実験協議会』 を3回開催し、東⼭エリアの課題に対するICT・AI等を活⽤した分析結果等について報告。

◆ 協議会委員・経緯



１.３ 第3回協議会において共有された社会実験のロードマップ（再掲）
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○第3回協議会において、短期・中期・⻑期的な⽬標（社会実験のロードマップ）の提案を⾏い、了承された。
○了承されたロードマップに基づき、「エリア観光渋滞対策の実験・実装」に向けて検討を進めている。
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２．観光渋滞対策の方向性
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◆ 「歩くまち・京都」総合交通戦略2021の理念

○歩くまち・京都総合交通戦略の⼤きな⽅向性としては、「クルマ利⽤を中⼼としたまちや暮らし,観光から、徒歩・公共交通を中⼼としたまちや暮ら
し,観光への転換」であり、観光イノベーション地域の⽬的である「ICT・AI等の⾰新的な技術を活⽤したエリアプライシングを含む交通需要制限な
どのエリア観光渋滞対策の実験・実装」 と⽅向性が⼀致している「⾃動⾞交通の効率化と適正化」に向けて検討を進めていく。

２.１ 「歩くまち・京都」総合交通戦略とエリア観光渋滞対策の方向性
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ICT・AI技術を活⽤した交通需要マネジメントの実験・実装
エリアプライシングを含む交通需要制限 など

◆ ICT・AIを活⽤した観光渋滞対策の⽬的

◆ 「歩くまち・京都」総合交通戦略2021の柱

※「歩くまち・京都」総合交通戦略2021 R3.11 より抜粋

AI画像解析やETC2.0等のモニタリング技術の確⽴

モニタリング技術を活⽤した分析・予測技術の確⽴・活⽤

「歩くまち・京都」総合交通戦略の取組の推進により，クルマ利⽤を中⼼としたまちや暮らし，観光から，徒
歩・公共交通を中⼼としたまちや暮らし，観光への転換は着実に進んできていますが，将来を⾒据え，近年の
交通をめぐる⼤きな社会情勢の変化にも柔軟に対応していく必要があります。
そこで，京都市では，近年の潮流を的確に捉えつつ，「歩くまち・京都」の基本理念である「⼈と公共交通優

先のまちづくり」を継承・進化させ，誰もが公共交通をより便利で快適に利⽤でき，徒歩や⾃転⾞等も“かしこく”
組み合わせて出かけるスマートなライフスタイルが⼈々に定着していくことで，「出かけたくなる」魅⼒と活⼒のあふ
れるまちとなることを⽬指していきます。

※「歩くまち・京都」総合交通戦略2021 R3.11 より抜粋

⽅向性
⼀致


